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ATENA フォーラム 2022（案） 

 

1．日時 ：2022年 2月 17日（木）16：00～17：30（予定） 

2．場所 ：大手町三井ホール（経団連会館の南隣） 

3．目的 ：ATENA の活動について広くお伝えするとともに、幅広いステークホルダーからの

ご意見をいただくことで自らの活動の改善に繋げる。 

4．フォーラム参加者： 

ATENA 会員（原子力事業者、メーカ、関係団体）、政府（原子力規制委員会

（規制庁）、経済産業省、他）、有識者、海外関係者（NEI、EDF、OECD 他）、原

子力立地自治体、その他関係団体、一般公募者 

ただし、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策等の状況により、会場の参加人数につ

いては、検討を実施する。 

ライブ配信（YouTube 等による限定配信による視聴）についても、併せて実施予定。 

 

5．プログラム案： 

 

時刻 
時間 

（分） 
プログラム 

16:00～

16:05 
5 開会挨拶 ＜理事長＞（ATENA 活動紹介を含む） 

16:05～

16:15 
10 来賓挨拶（原子力規制委員会 更田様を希望） 

16:15～

16:25 
10 

基調講演 

（海外有識者：来日 or ビデオレター（調整中）） 

16:25～

17:25 
60 

パネルディスカッション 

テーマ案：「規制機関」と「原子力産業界」の信頼関係の

構築に向けて 

17:25～

17:30 
5 閉会挨拶 

   

17:35 ～

18:10 
35 レセプション（実施可否を検討中） 
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ATENA フォーラム 2022 パネルディスカッションについて（案） 

 

【テーマ案：「規制機関」と「原子力産業界」の信頼関係の構築に向けて】 

 

＜議論のポイント＞ 

〇規制機関と、事業者や産業界組織が安全性向上という同じ目標に対してそれぞれの

役割を果たす上で、相互の信頼関係を築くことが重要である。現状において、相互の

信頼関係の構築はできているのか、できていないとすれば、その要因はどこにあり、どのよ

うにすれば障害を取り除くことができるのか。 

○2020 年 8 月より議論が開始されている原子力規制委員会の「継続的な安全性向

上に関する検討チーム」において、規制の枠組みの見直しを含めた議論の振り返りがと

りまとめられている。そこで議論された論点も参考にしつつ、規制機関、原子力事業者

が参加し、第三者である有識者も交えて忌憚のない議論を行い、今後の取り組みの

方向性を見出す。 

 

＜モデレータ＞ 

 ・検討中 

 

＜パネリスト案＞ 

  ・原子力規制委員（または原子力規制庁幹部）：調整中 

  ・有識者（若干名）：現在人選中 

＜候補＞○ 「継続的な安全性向上に関する検討チーム」に参加された有識者 

○マスコミ論説委員 

○学協会関係者 等 

  ・原子力事業者（CNO クラス）：調整中 

  ・ATENA理事 

 

以 上 

 


